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大 阪 Ｐ Ｃ Ｂ 廃 棄 物 処 理 事 業 だ よ り （Ｎｏ.6３） 

◎PCB 廃棄物の処理状況について 

操業開始（平成１８年１０月）から令和 2 年９月３0 日までの処理実績は下表のとおりです。 

処理状況 

対象物 

  処理実績（※登録台数比率） 

  近畿２府４県【総数】   大阪市【内数】 

トランス類  2，６９９台（９９.０％） １，２４２台（９９.６%） 

コンデンサ類 ８３，３８６台（９６.６％） １５，５４８台（９４.８%） 

ＰＣＢ油類 ２，０５３本（８８.８%） ７１２本（９０.９%） 

※登録台数は令和 2 年 9 月３0 日現在の数値。 

 

◎PCB 廃棄物処理事業検討委員会大阪事業部会の開催について 
令和２年 8 月１４日、第 3５回ＰＣＢ廃棄物処理事業検

討委員会大阪事業部会（ＪＥＳＣＯ主催、主査：酒井伸一

京都大学環境科学センター長）を開催しました。 

当事業所からは、「大阪ＰＣＢ廃棄物処理事業の操業状況」

や「事業所の長期保全の取り組み」等についてご報告しま

した。 

操業状況としては、トランス・コンデンサ類の処理進捗

状況のほか、環境モニタリング等の実施状況、処理手間物

への取り組み状況、期限内処理に向けた取り組みとしては

高濃度 PCB 廃棄物の掘り起こし・総ざらい活動、また、長

期保全の取り組みとしては、設備点検・改善状況等をご説明しました。 

委員からは、掘り起こし・総ざらい活動について、中部近畿産業保安監督部近畿支部、関係府県市等

関係機関や安定器などの処理を行っている当社北九州 PCB 処理事業所と十分に連携し早期処理に取り

組むようご助言をいただきました。 

今後も、引き続き本事業部会での有識者のご意見等を踏まえ、安全・確実な処理を進めてまいります。 

 

◎高濃度 PCB 廃棄物の早期処理に向けた活動について 
関係府県市では、各管内における未処理のＰＣＢ使用製品

やＰＣＢ廃棄物を網羅的に把握するための掘り起こし活動が

続けられており、これと並行して、関係機関が協力しＰＣＢ

の早期処理を促進するための説明会を開催しています。 

令和２年７月から８月にかけて行われた「令和 2 年度電気

使用安全月間 説明会」（一般社団法人日本電気協会等主催）

では、７月３１日に大阪市中央公会堂で開催された一般社団

法人関西電気管理技術者協会主催の説明会をはじめ、9 会場

で開催され、約 1,000 名の方に参加いただき、中部近畿産

業保安監督部近畿支部や関係府県市及び当事業所が早期処理

に向けてご説明を行いました。 

特に、PCB 特別措置法に基づき高濃度 PCB 廃棄物保管事業者が JESCO に処理を委託する期限と

されている「処分期間」のご説明をはじめ、高濃度ＰＣＢ廃棄物の早期登録、早期処理を働きかけまし

た。 

 



 

今後とも、関係府県市及び電気関係の機関などと協力して、高濃度ＰＣＢ廃棄物の処理を着実に進め

てまいります。 

 
◎大阪 PCB 廃棄物処理事業監視部会の開催について 

令和２年 9 月 9 日、大阪 PCB 廃棄物処理事業監視部

会（主催：近畿ブロック産業廃棄物処理対策推進協議会

<構成：近畿 2 府 4 県１8 政令市>）が開催されました。 

従来、関係府県市の職員も出席し開催されておりまし

たが、新型コロナウイルス感染症対策として“3 密”を

避けるため、関係府県市は、事前の資料送付、意見取り

まとめを行い、会議の出席人数を減らして開催されまし

た。 

当事業所からは、廃棄物処理事業の操業状況や通常の

処理に比べて手間・時間を要する処理対象物の対応状況、

設備の長期保全の取り組み等についてご説明を行い、有識者の方々からは、操業状況や作業環境などに

関してご助言などをいただきました。 

大阪市からは、令和元年 12 月及び令和 2 年 7 月に同市が実施した大気環境のモニタリング調査結

果に関し、PCB（環境基準値等：0.5μg/m3）、ダイオキシン類（環境基準値：0.6pg-TEQ/m3）、ベ

ンゼン（環境基準値：0.003 mg/m3）及びその他の物質に係る測定結果に問題はなかったとのご報告

をいただきました。 

また、環境省からは、PCB 廃棄物の早期処理に向けた取り組みについてご報告がありました。 

 

◎新型コロナウイルス感染症感染拡大に対する当事業所の対応状況について 
当事業所では、体温測定等の健康管理、手指消毒及びマ

スク着用をはじめとした咳エチケットの徹底、事務室内の

飛沫防止板設置等による感染予防措置、時差出勤や出張抑

制、テレビ会議の活用など、人と人との接触機会を減らす

ための対策を講じており、幸いなことにこれまでのところ、

感染者は発生していません。 

今後も引き続き、新型コロナウイルス感染症による操業

停止を招くことのないようこれらの対応に努め、PCB 廃

棄物の期限内処理を推進してまいります。 

 

 

☆大阪ＰＣＢ廃棄物処理施設見学方法☆ 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため見学の受入れを見合わせている可能性 
 があるため、当社のホームページでご確認下さい。また、予約見学時は総務課へ 

ご連絡下さい。 
 ・自由見学：西棟１階情報公開ルーム（月～金曜日の午前１０時から午後４時まで） 

・予約見学：西棟１階情報公開ルーム、見学者ホールなど 
       毎週火、木曜日（午前１０時から・午後２時から） 
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